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単純梁の応力の求め方



１．力、モーメント
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2．反力とは、支点に生じる力の反対向きの力

ピン支点

支点と反力

ローラー支点

ＰＰ
Ｐ

鉛直反力（Ｖ）鉛直反力（Ｖ）
水平反力（Ｈ）

単純梁
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3．力のつり合いとつり合い式

力が作用して移動、回転せずに静止しているとき、力はつり合っている
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４．反力を求める

力のつり合い式を解いて反力を求める
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５．切断して応力を求める

応力とは部材内部に生じる力。応力は外からは見えないため部材を切断して見えるようにする。
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応力の向きと符号

せん断力
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問題演習 Ａ－Ｃ間、Ｂ-Ｃ間のせん断力、Ｃ点の曲げモーメントを求める



問題演習 Ａ－Ｃ間、Ｂ-Ｃ間の中央のせん断力、Ｃ点の曲げモーメントを求める


